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物  質  名 グリオキサール ＤＢ－15 

別   名 
エタンジアール 
オキサルアルデヒド 
ビホルミル 

C A S 番号 107-22-2 
PRTR 番号 第 1種 65 

構 造 式 
 
 
 

化審法番号 2-510 分 子 量 58.04 1） 
分 子 式 C2H2O2 融 点 15 ℃ 1） 
沸 点 51 ℃ 1） 換 算 係 数 1 ppm = 2.37 mg/m3  (25℃) 
蒸 気 圧 255 mmHg (25℃) 2） 
分 配 係 数（log Pow） －0.85 (25℃) 3） 

水溶性 
 

1×106 mg/L (20℃) 4） 
代表的な市販品；40％水溶液 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 400 mg/kg 5）  
 ラット 経口 LD50 200 mg/kg 5）  
 モルモット 経口 LD50 760 mg/kg 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、140、290、370 mg/kg/dayを飲水に添加して 90日間投与し、0、
370 mg/kg/day群についてはさらに 180日目まで投与した結果、290 mg/kg/day以上の群で体
重増加の抑制、摂餌量、飲水量の減少、血清アルブミン及び総蛋白の減少、A/G 比の増加を
認めた。また、140 mg/kg/day 以上の群で肝臓、腎臓、心臓、脾臓の重量減少を認め、370 
mg/kg/day 群で肝臓、腎臓、心臓の相対重量増加、腎臓の乳頭で集合管上皮細胞の腫脹、間
質性水腫を認めた 6）。この結果から、LOELは 140 mg/kg/day（純品換算；107 mg/kg/day）で
あった。 
・CDラットに 0、100、300、1,000 mg/kg/dayを飲水に添加して 28日間投与した結果、300 mg/kg/day
以上の群で摂水・摂餌量及び体重の減少、血液成分の変化を認めたが、組織病理検査では影

響を認めなかった。この結果から、NOELは 100 mg/kg/day（純品換算；40 mg/kg/day）であ
った 7）。 
・ラットに 0、0.4、2、10 mg/m3（エアロゾル）を 29日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結
果、2 mg/m3以上の群で喉頭粘膜の扁平上皮化生を認めた。この結果から、NOELは 0.4 mg/m3

（純品換算；0.16 mg/m3。暴露状況で補正；0.04 mg/m3）であった 8）。 
・雌のWistarラットに交尾後 6日目から 19日目まで 0、5、25、125 mg/kg/day（40％水溶液で
有効成分換算）を飲水に添加して投与した結果、125 mg/kg/day群で摂餌後に一過性で散発的
な流涎がみられ、有意な体重増加の抑制を認めた。この結果から、NOAEL は 25 mg/kg/day
であった 9)。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ 雌のWistarラットに交尾後 6日目から 19日目まで 0、5、25、125 mg/kg/day（40％水溶液で
有効成分換算）を飲水に添加して投与した結果、母ラットの妊娠パラメーターや胎仔に影響

を認めなかった 9）。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期暴露の影響として、眼、皮膚、気道を刺激する。長期または反復暴露の影響として、反

復または長期の接触により、皮膚が感作されることがある 10）。 
・フランスのある病院で、1965 年から 1990 年までの間に消毒液の取り扱い伴う接触性皮膚炎
が 65 例報告されており、パッチテストの結果、41 人がホルムアルデヒド、グルタルアルデ
ヒド、グリオキサールのうち、最低でも 1種類のアルデヒドに対して感作性を示した 11）。

・本物質（40%水溶液）を使用していた 14人の作業員のうち、9人で顔、首、胸から腹、腕、
前腕、手から指、腿に皮膚炎が発症した。本物質の 20%水溶液を用いたパッチテストの結果、
作業員 9人中 7人が陽性反応を示した 12）。 
・5人に本物質の 30 %、5 %水溶液を 5～7回繰返し塗布した結果、3人で激しい水胞性及び出
血性の反応がみられ、1人では塗布跡に限局性の湿疹を生じた 13）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 14） TLV-TWA 0.042 ppm（0.1 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 40 mg/kg/day（体重の
減少）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 4 mg/kg/dayを暫定無毒性量として設定
する。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 0.16 mg/m3（喉頭粘膜

の扁平上皮化生）を採用し、暴露状況で補正して 0.04 mg/m3とし、さらに試験期間が短いこと

から 10で除した 0.004 mg/m3を暫定無毒性量等として設定する。 
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